
～未来に繋げる環境経営をサポートします～

一般社団法人  環境経営支援ファーム
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④ サプライチェーン全域における環境配慮要請

⑤ 消費者、若者求職者等の環境志向の高まり

          ① 社会・環境課題に対する取組み姿勢の評価

          ② 脱炭素、資源循環社会形成への取組み評価
           ・気候変動　・カーボンニュートラル　・プラ資源循環

　　　　今、企業経営を取巻くステークホルダーからは、社会・環境課題への取組や
　　　持続可能な事業戦略など多様な情報が求められています。
　　　　中小規模事業者においても、この変化に対応するため、積極的な経営改革と
　　　情報発信が急務となっています。

③ 投融資家側のＥＳＧ投資・評価の重点化

経営に「ＳＤＧｓ経営」を導入して、企業価値向上
と持続可能な成長企業を目指しましょう。

将来に向けた経営革新の方向

企

業

価

値

・

成

長

性

① ＳＤＧｓを理解する

・ＳＤＧｓの理念や取組む意義を

全員で話し合い理解する。

② 優先課題を決定
・業務棚卸しＳＤＧｓ目標と紐付け

・今後取組むべき重点課題を特定

③ 目標を決定

・重点課題の達成目標を設定

④ 経営への反映

・重点目標を事業と業務に反映

⑤ 報告とコミュニケーション
・取組結果を「環境経営レポート」に

反映し、社内外にコミュニケーション

ＳＤＧｓ取組みステップ

現・経営

ＳＤＧｓ

経営の

メリット

財務資本 財務資本

環境経営
エコアクション21

環境経営
エコアクション21

ＥＳＧ経営

ＳＤＧｓ経営

経営革新

のすすめ

環境経営・ＥＳＧ経営・ＳＤＧｓ経営を導入して企業価値向上

◇ 新たな事業機会の創出

◇ 社会ニーズに適合した経営戦略

◇ 社会・環境課題解決に貢献

◇ 経営力強化、モチベーションアップ

◇ 企業イメージの向上

ＳＤＧｓの中から新事業創出、パートナーシップの拡

社会共通価値の事業展開、経営リスクの回避

ＳＤＧｓ目標達成に貢献、脱炭素・資源循環に貢献

事業基盤強化、従業員モチベーション向上

投融資先からの評価、消費者からの評価

〈 当法人がお勧めする経営モデル 〉

※1

※2

非

財

務

資

本

持続可能な経営

環境経営〈 エコアクション２１ 〉

〈 ＳＤＧｓ 〉 〈 ＥＳＧ 〉
環境

社会
ガバナンス

廃棄物削減ＣＯ2削減 水使用量削 化学物質削 製品・サービ

〈エコアクション２１〉をベースとしてＳＤＧｓ・ＥＳＧ目標達成に貢献
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私達は、中小事業者様の各種経営課題を解決する
ために一貫して支援する専門家集団です。

事業の

概要

当法人は、中小事業者様における「環境経営」

を

はじめ経営全般に亘るイノベーションを支援する

専門家集団として長年活動を継続しております。

昨今は、経営の中に社会・環境課題に対する

取組みが強く求められる時代となりました。

当法人としては、環境経営システム「エコアクショ

ン

２１」の導入をベースとしＥＳＧ経営及びＳＤＧｓへ

の

対応を重点としたご支援に力を入れております。

中小事業者様には、新しい経営環境において

社会ニーズに適合した経営革新に取組み、将来

ごあいさつ

■沿革
２００７年１０月 エコアクション２１支援事業として創業
２００９年４月 有限責任事業組合環境経営支援ファ

ーム設立
２０１３年４月 一般社団法人環境経営支援ファーム

に法人名変更
■法人概要
◇ 法   人   名 ： 一般社団法人環境経営支援ファーム

◇ 事   務   所 ： 東京都目黒区大岡山２‐３‐２２（登記上）

◇ 拠 出 基 金 ： ４２０万円

◇ 役         員 ： 代表理事・会長 芦村尹人

        代表理事・理事長  櫻井 清治         

◇ 役 員・社 員： 合計１６名

◇ 有資格個数

 ・ 中小企業診断士 8・ ・ 技術士 4 ・ 特級技能士 ２

   ・ エコアクション２１審査員 14 ・環境カウンセラー 4

※１ 「ＳＤＧｓ」とは 〈 持続可能な開発目標：Sustainable  Development  Goals 〉

2015年9月「国連持続可能な開発サミット」で採択された地球のよりよい未来に向かうための人類共通の目標

 法人 概 要

※２ 「ＥＳＧ経営」とは ・環境（Environment） ・社会（Social） ・ガバナンス（Governance ）

３つの要素が企業の持続可能な成長には重点であるという経営理念

当法人は、中小事業者様が経営の課題としておられる様々な分野に対して

解決のための適切なご支援ができる様に支援メニューを多数準備しております。

ＳＤＧｓ・ＥＳＧ経営に
関する支援事業

環境経営等に関する
支援事業

経営革新等に関する
支援事業

支援メニュー

・環境経営システム構築、運用に関する支援

・環境経営計画策定・実施に関する支援

・環境負荷削減計画策定・実施に関する支援
・工程改善計画策定・実施に関する支援

・経営革新計画策定・実施に関する支援

・販路開拓計画策定・実施に関する支援
・新製品開発計画策定・実施に関する支援

・新技術開発計画策定・実施に関する支援

・ＳＤＧｓの理念と意義についてのプレゼン

・現行事業活動の分析とＳＤＧｓ目標との紐付

け

・取組む重点課題（マテリアリティ）の特定
・重点課題実行計画の策定と事業への反映
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一般社団法人 環境経営支援ファーム人   

連絡先事務所：   

営業担当：
電 話：  

集合研修会を受講される参加事業者の皆様

第３版
2021年9月1日

連絡先

（ＥＡ２１）認証取得を希望する事業者様がグループ（３社以上）として纏まった場合は、（ＧＰ）（ＩＰ）制度によ

る

◇ ＧＰを取りまとめる中核企業・団体又は地元自治体とＥＡ２１地域
事務局が協力し、関係企業・会員企業又は域内の事業者等に
呼びかけ説明会を開いて参加事業者を募ります。

参加事業者が3社以上まとまれば集合研修会を設営します。
◇ 研修会はＥＡ２１審査員が講師となり、ＥＡ２１の構築・運用及び
審査に向けた指導・支援を行います。

◇ 研修費用は、ＥＡ２１中央事務局が負担し、参加事業者は無料

（ＥＡ２１）
の概要

「エコアクション２１」（ＥＡ21）は、中小事業者のため
の取組み易い環境経営システムです。

■  （ＥＡ２１）の特徴

◇中小事業者でも取り組みやすい効果的・効率的

なＰＤＣＡサイクルが実施できます。

◇環境経営レポートの作成・公表により活発な

コミュニケーションと透明性の向上が促進できます。

■ （ＥＡ２１）に取り組むメリット

◇ 経営力向上、組織の活性化ができます。

◇様々な顧客からの要望に応えることができます。

◇取組項目が明確で、効果的・効率的に取組めます。

◇環境経営レポートで、自らの取組を発信できます。

◇第三者による認証・登録制度を有し、社会的信頼を

環境経営システム「エコアクション２１」の要求事項とＰＤＣＡ運用サイクル

①取組の対象組織・活動の明確化

②代表者による

経営の課題と

チャンスの明確

③環境経

営方針の

策定

④環境へ

の負荷と取

組状況の

⑤環境関

連法規など

の取りまと

環境経営レポートの作成及び公表

⑨環境コミュニケーションの実施⑩実施及び運用

⑪環境上の緊急事態への準備及び対応

⑫文書類の作成・管理

⑧教育・訓練の実施

⑦実施体制の構築

⑥環境経営目標及び環境経営計画の策定

計画の実施（Ｄｏ）

「エコアクション２１ガイドライン：2017年版」に定められた「要求事項１４項目」及び

「環境経営レポート作成」に基づいてシステムを構築し、ＰＤＣＡサイクルで運用します。

⑬取組状況の確認・評価、問題点の是正・予防

⑭代表者による全体の評価と見直し・指

計画の策定（Ｐｌａｎ）

取組状況の確認及び評価（Ｃｈｅｃ

全体の評価と見直し（Ａｃｔ）

取組み必須項目
①二酸化炭素排出削減

②廃棄物排出削減

③水使用量削減

④化学物質使用量削減

⑤自ら生産・販売・提供

する製品の環境性能

向上及びサービスの

改善

■「関係企業グリーン化・プログラム」（ＧＰ） ■「自治体イニシアティブ・プログラム（ＩＰ）


